
1 出版物リスト

センター発足から 1999年 9月までにセンターの構成員が出した出版物を出来るだけ蒐集し、以下の

リストにした。

最初に英文のものを第一著者の姓のアルファベット順に並べ、次に和文のものを同様に五十音順に並

べた。リストの最後に雑誌・新聞・テレビ局が並んでいるが、これは、センターの構成員が取材に協力

した記事を示している。
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